
【はじめに】H30年度も 4県共通設問尿沈渣フォトサーベ
イが実施されたが、青森県では平成 28年から判別に際して
重要視したポイントを答えていただくアンケート調査を実

施している。また、青森県のみの設問も出題している。白

血球判別問題での正解率と重要視したポイントについて考

察した。【方法】白血球判別問題は H28年度共通設問
10（28-10）好中球、共通設問 11（28-11）単球および青森
県設問 15（28青-15）好酸球が出題されており、平成 30年
度は共通設問７（30-7）好酸球、青設問 14（30青-14）好
中球が出題された。各県正解率の県差の有無を Fisher’exact 
test を用い有意水準 5%で確認した。アンケートから正解施
設と不正解施設の重要視したポイントを比較検討した。

【結果】1.アメーバ状好中球:28-10では青森県の正解率は
58.1%、秋田県 81.6%と県差を認めた。また 30青-14では正
解率 74.5%と正解率が向上していたが、尿細管上皮細胞と
した施設が H28に 22.6%と H30が 21.6%と同程度あった。
正解施設での重要視したポイントは細胞質辺縁構造がアメ

ーバ状が最も多く、次いで白血球反応陽性や低比重であっ

た。尿細管上皮細胞とした施設では、細胞質辺縁構造が棘

突起状やアメーバ偽足状、角錐・角錐台状とポイントが分

散し、定性結果は重要視されていなかった。2.単球：28-
11で青森県の正解率は 46.8%、秋田県 55.2%、岩手県
22.7%および新潟県 53.7%と低正解率であった。正解施設の
重要視したポイントは核のくびれ、腎形、楕円形で次いで

細胞質辺縁構造の綿菓子状、不明瞭であった。異型細胞と

した施設の重要視したポイントは、N/C比大、クロマチン
増と核形不整など核のみに集中していた。3.好酸球：28青-
15は正解率 82.3%であった。30-7では青森県 72.5%、秋田
県 82.5%、岩手県 59.2%および新潟県 67.8%であった。重要
視したポイントは、H28 、H30 とも黒色顆粒を有すること
であった。誤答した施設は顆粒成分を重要視しておらず細

胞質や染色性や核などにポイントが分散していた。【考察】

白血球判別問題では県差を認めるなど青森県の弱点といえ

る。重要視したポイントのアンケート調査から白血球の特

徴を捉え、比較し定性結果も加味し判断することが鑑別技

術の向上に繋がると考える。連絡先 017-755-2131
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